＜沖縄みやげ＞

・シーサー　いわずとしれた沖縄の魔よけの獅子。口の開いたものと閉じたものがセットになっているのが本来の形だが、最近ではいろいろな形のものがある。

・石敢當（いしがんとう）　沖縄では、曲がり角やＴ字路で角をまがるのが苦手な魔物が家に入るのをさけるためによく、石敢當（魔よけ）がおいてある。最近ではみやげものにもなっている。

・琉球ガラス　沖縄でのガラスの歴史は古くなく明治以降．しかし戦後物資の少なかった時期に、米軍の空き瓶を原料にして新しいガラス工芸が生まれた。コーラのビンと一升瓶をブレンドしたり、いろいろの形を息で「宙吹き込み」をしたりして個性的な作品を作りだしていった。琉球ガラスはリサイクルの先駆けだった。

・琉球バージョンリカちゃん　リカちゃんが沖縄の美しい紅型（びんがた）衣装に身をつつんでいる。いろいろの大きさのものがある。キーホルダーから5000円の人形まである。

・民具　ぞうりやカサ、うちわなど手作りのもの

・壺屋焼き　国際通りの裏の壺屋地区で作られている。素朴な色合いが特徴の焼き物

・織物、染め物　久米島絣（くめじまかすり）、芭蕉布、琉球絣（りゅうきゅうかすり）や紅型（びんがた）のコースターなど。種類や技法・色合いもさまざま。

・お酒　　お父さんへのおみやげは泡盛（焼酎）。古酒（クースー）というのは年代物の焼酎をいう。沖縄限定のオリオンビールもある。

・食べ物　沖縄食品のレトルト。沖縄限定のブルーシールアイスクリーム。サーターアンダギー。紅イモチップ。紅イモジャム。ちんすこう。ゴーヤーふりかけ。黒砂糖。ポークの缶詰。みやげもの屋だけでなく、スーパーや地元の食料品店などでもいろいろ発見が・・・

